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学
校

教

育
 
②
 

中
学
一
年
生
に
苗
木
を
贈
る
 

な
ど

Jを
改

正
 

報
 

広
 

片
P
 

一r
 

原
 

所
 

五
 

臨
時
市
議
会
 

市
税
条

例
 

自
分
の
手
で
植
え
た
樹
木
の

戎
長
は
、
ま
こ
と
に
楽
し

い
 
り

の
で
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
と

し
新
し
く
中
学
校
に
入
学
し
た

山
内
の
生
徒
全
員
に
、
ウ
メ
と

サ
ク
ラ
の
苗
木
を
、
 一
、
二
〇

〇
本
さ
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
苗
木
は
、
お
の
お
の
学

校
や
公
園
に
植
え
て
も
ら
い
若

木
の
す
く
す
く
伸
び
る
の
と
同

様
に
、
子
ど
も
の
明
る
く
、
成

長
す
る
の
を
ね
が
つ
て
の
こ
と

で
す
。
 

高
校
入
学
志
望
者
に

奨
学

金
 
を
 

今
年
度
か
ら
、
新
し
い
こ
こ
 
 

ろ
み
と
し
て
、
奨
学
資
金
支
給

刊
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
民
で

高
校
入
学
を
志
望
し
な
が
ら
も

経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
、
生
徒

の
な
か
か
ら
、
慶
秀
な
生
徒
を

選
び
 
入
学
金
お
よ
び
授
業
料

を
支
給
し
て
、
高
校
進
学
へ
の

道
を
ひ
ら
き
、
若
い
人
4
に
夢

と
希
望
を
、
与
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
 

こ
と
し
は
、
九
人
の
生
徒
に

く
れ
る
こ
と
に
、
き
ま

つ
て
お

り
ま
す
。
 

ハ
写
真
V
 

贈
ら
れ
た
苗
木
を
牧
水
公
園

に
植
え
る
五
一
中
生
 

昭和33年9月 1 日第3種郵便物認可 

市
税
条
例
の
改
正
な
ど
六
件

の
議
案
を
審
議
し
た
、
第
四
回

臨
時
市
議
会
は
、
五
月
三
十
日

開
か
れ
、
同
日
、
原
案
通
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

◇
市
税
条
例
の
改
正
◇

地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
，
 

市
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
税
の
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
が
一
万
円

多
く
な
り
、
配
偶
者
控
除
も
新

し
く
で
き
、
納
税
者
の
負
担
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
，
電
気
ガ
ス
税
な
ど
が

改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
◇

五
小
プ
ー
ル
の
建
設
に
二
百

七
十
万
円
、
西
噛
ー
央
病
院
の

解
体
材
を
利
用
し
て
の
第
二
土

木
現
場
事
務
所
の
建
設
に
九
十

八
万
円
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
、
 

授
産
場
を
併
設
す
る
た
め
に
五

十
万
円
，
新
宮
集
会
所
建
設
に

二
十
万
円
、
ま
た
、
道
路
補
修

事
業
の
効
率
を
高
め
る
た
め
の

ペ
ー
ロ
ー
ダ
ー
の
購
入
に
三
百

五
十
万
円
、
ほ
か
に
繰
上
充
用

分
な
ど
、
四
千
四
百
二
十
二
万

五
千
円
を
追
加
し
、
税
額
を
九

億
四
千
四
百
十
七
万
三
千
円
と

し
ま
し
た
。
 

◇
公
益
質
屋
事
業
 

特
別
会
計
補
正
予
算
◇
 

繰
上
充
用
分
二
百
三
十
五
万

一
千
円
を
追
加
し
、
総
観
を
五

百
三
十
二
万
七
千
円
と
し
ま
し

た
。
 

◇
特
別
職
の
職
員
の
 

給
与
条
例

一
部
改
正
◇
 

常
勤
監
査
委
員
の
給
与
を
現

行
の
四
万
円
か
ら
、
六
万
円
と

し
ま
し
た
。
 

◇
市

県
民

税
 

基
礎
控
除
が
、
九
万
円
2
十

万
円
、
扶
養
控
除
が
、
三
万
円
 

ー
四
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ

一
万
円

多
く
な
り
、
配
偶
者
控
除
、
八

万
円
が
新
し
く
で
き
、
控
除
の

適
用
範
囲
が
、
 ひ
ろ
が
り
ま
し

た
。
 ◇

固

定

資
産
税
 

免
税
点
が
引
き
あ
げ
ら
れ
土

地
は
八
万
円
、
家
屋
は
五
万
円

償
却
資
産
は
三
十
万
円
ま
で
、
 

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

当
市
で
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て

約
三
百
五
十
万
円
が
減
税
と
な
 
 

り
ま
す
。
 

た
だ
、
宅
地
と
山
林
は
、
三

十
八
年
度
の
評
価
額
に
対
す
る

上
昇
率
に
応
じ
て
、
 一
割
、
一
一

割
、
三
割
の
三
区
分
で
、
い
く

ら
か
あ
が
り
ま
す
。
 

水
田
と
畑
地
は
、
い
ま
ま
で

通
り
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
納
税
者
の
方

々
に
、
だ
ん
だ
ん
よ
く
な
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

◇
軽

自

動
車

税
 

身
体
障
害
者
の
方
が
、
使
用
 

◇

電
気
ガ

ス
税
 

盲
学
校
、

ロ
ク
学
校
、
養
護

学
校
の
寄
宿
舎
に
使
用
す
る
電

気
ガ
ス
税
は
、
免
税
と
な
り
ま

す
。
製
氷
能
力
が
一
日
ー
ト
ン

以
上
、
冷
凍
能
力
が
一
日
三
ト

ン
以
上
あ
る
冷
蔵
倉
庫
、
な
ら

び
に
、
水
道
事
業
者
の
う
ち
、
 

政
令
で
定
め
る
も
の
が
、
直
接

そ
の
業
務
の
用
に
使
う
電
気
ガ

ス
税
は
、
い
ず
れ
も
免
税
と
な

り
ま
す
。
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
 

市
税
務
課
ま
で
、
お
い
で
く
だ

さ
れ
ば
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す

か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

地
 
方
 

税
 
の
 

改

正
 
さ
れ

た
要
点
 

す
る
軽
自
動
車
は
、
手
続
き
を

し
ま
す
と
、
 一
人
一
台
に
限
り

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
 



②
 

り政ニユース 

下
水

溝
は
清

潔
 

し

て

お
き

ま
  ー
 

一
 」
  

よ

・つ
 

、
名
 
町
町

町
町
町
町

町
町
町
町
町
町
町
町
町

町
町
 

牛
キ
中
 
栄
 
広
 

原
 

端
 
屋
 
谷
 

田
・

広
末
 

r
 

平
平
平
 

町
 

宮
 

町
 

ー
 

り
‘
 

柏
上
中
下
大
寺

川
本
布

東
鎌
新
柳

成
田
末

新
 

◇定位置定日集収地域◇ 

毎週火曜 日 旭 町 

毎週水曜 日 錦町，幾島町．さつき町 

毎週木曜 日 敷島町．雛田町，東雲町 

毎週金曜 日 元 町．平井町．岩木町．弥生町 

第 1 第 3 日曜日 平和町．千鳥町．十川町．下平井住宅 

田園調布．松島住宅 

6 月 ごみ処理 日 程 

18.30日 

13.14.27.28日 

20日 

21日 

10.21.22.23日 

18.20日 

16.30日 

15.29日 

11.13.24.25日 

17日 

11 .25日 

10.24日 

27.28日 

円

［目
 

U
 
・
ー
 

ー
ー
 

大 通 り 	小 路 

14.27日 

1U, 	16.17.22.28.29日 

11日 	 23日 

12.13.叫日 

15. 16. 17日 

18日 

20日 

21.22日 

23. 24. 25日 

青
少
年

を
明

る

く
 

強
 
く
 
育
 
て
 
よ
 
う
 

明
る
く
強
い
青
少
年
を
育
て

る
た
め
に
、
市
で
は
、

つ
ぎ
の

運
動
目
標

を
主
と
し
て
、
こ
れ

ン
各
団
什
が

接
与
し
て
進
め
；
い

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

ふ
な
さ
ん
の
お
子
さ
ん

を
健

や
か
に
成
長
さ
せ
る
た
め
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
 

運

動
 
目

標
 

①
お
互
い
に
公
共
心
を
高
め

健
康
な
生
活
環

境
を
つ
く
る
。
 

②
家
族
が
協
力
し
、

理
解
し

あ
い
、
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る

③
未
成
年
者

の
喫
煙
を
防
ぎ

非
行
を
防
止
す

る
。
 

実
施
事

項
 

◇
子
供
会
で
は

・・・
 

家
の
ま
わ
り
を
き
れ

い
に
し

ま
し
よ
・り
。
 

交
通
道
徳

を
守
り
、

危
険
な

遊
び
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

こ
と
ば
づ
か
い
を

正
し
く
し

あ
い
ま
し
よ
う
。
 

読
書

に
親
し
み
、
も

の
の
み

方
、
考
え
方
を
深
め
、

心
豊
か

な
人
に
な
り
ま
し

よ
う
。
 

△
青
少
年
団
で
は

・
・
・
 

ま
ち
ゃ
道
路
を
、

き
れ
い

に
 
 

し
ま
し
よ
う
。
 

車

の
乗
り
降
り
は
、
 一
列
に
 

な
ら
び
ま
し
よ
う
。
 

什
に
」
ニ
ー
‘り
 
」
、
LH
び
か
γし
 

つ
て
」
た
り

J
し
よ
う
。
 

謎
農
の
増
二
に
は
か
り
ー叫
「
し
 

よ
う
。
 

△
体
育
協
会
で
は

・
・
・
 

ス
ポ
ー
ッ
を
、
く
ら
し

の
場
 

に
広
め
ま
し

よ
う
。
 

公
共
物
や
遊
び
場
を
だ
い
じ
 

に
し
ま
し
よ
う

n
 

危
険
な
遊
び
に
は
、
注
意
し
 

ま
し
よ
う
。
 

▽
婦
人
会
で
は

・・
 

タ
食
は
、
家
族
そ
ろ
つ
て
食
 

べ
ま
し
よ
う
。
 

家
庭
で

は
、
な
ご
や
か
に
話
 

し
あ
い
ま
し
よ
う
。
 

み
な
さ
ん
の
家
庭

の
周
囲
を

流
れ

て
い
る
、

下
水
溝
の

掃
除

を
し
て
お
り
ま
す
か
。
 

下
水
溝
の
清
潔
は
、

み
な
さ

ん
一
人
一
人

の
協
力
な
く
し
て

で
き
ま
せ
ん
。

掃
除
を
し

て
い
 

か
ら
だ
や
、
家
を
き
れ
い
に

し
ま
し
よ
う
。
 

▽
P
T
A
で
は

・
・
・
 

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
ひ
と

こ
え
運
動
を
広
め
ま
し
よ
う
。
 

子
ど
も
の
交
遊
、
服
装
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。
 

さ
め
ら

れ
た
隣
，冒
ひ
、
、〈
、目

ま
し
よ
』
り
し
 

▽
社
会
福
祉
協
嚢
会
で
は

！
・
！

親
切
運
動
を
進
め
ま
し
よ
う

出
稼
ぎ
家
庭
を
、
あ
た
た
か

い
目
で
、

み
守
り
ま
し

よ
う
。
 

未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
煙
の

防
止
に
つ

と
め
ま
し
よ
う
。
 

▽
学
校
で
は

：
・
 

運
動
目
標

の
趣
旨
を
と
り
入

れ
、
規
律
あ
る
実
践
活
動
を
す

す
め
ま
し
よ
う
。
 

指
導
事
項
を
家
庭
に
連
絡
し

校
外
生
活
指
導
の
徹
底
を
は
か

り
ま
し

よ
う
。
 

な
い
下
水
溝
は
、
悪
臭
や
蚊
の

発
生
源

と
な
り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
と
く
に
全
国
高

等
学
校
総
合
休
育
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
、
当
市
で
行
な

わ
れ
、
相
当
数
の
お

客
さ
ま
が
 

て
・
・
！
農
業
委
員
会
 

『
 
委
員
の
選
挙
 

▽
選
挙

の
期
日
 

六
月
二
十
八
日
 

▽
選
挙
期
日
の
告
示
日
 

六

月
十

八

日

公
職
選
挙
法
の

改
正

に
よ
り

こ
1
1を
準
川
中
る
豊
菜
事
り
い公

委
員
の
選
挙
執
行
方

「1
、
 一
落

改
正
に
な
り
、

戸
候

H
の
し
め

切
り
日
は
六
月
二
十

一
日
、
辞

退
届
出
し

め
切
り
日
も
六
月
一
一

十
一
日

と
、

い
ま
ま
で
よ
り
短

縮
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

立
候
補

届
出

に
は
、
と
く
に
留
意
し

て

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
く
わ
し

い
こ
と
は
、
 

市
選
挙
管
埋
委
員
会
に
お

た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
 

く
る

こ
と
で
す

か
ら
、
ご
協
力

く
だ
さ
る

ょ
う
お
願
い
し

ま
す

▽
月
家
の
周
囲

に
あ
る
下
水

溝
は
、

毎
週
一
回
ぐ
ら
い

の
掃

除
を
し

ま
し

よ
う
。
 

▽
流
し
ロ
に
は
、
金
網
な
ど

を
取
り
つ

け
、
魚
く
ず
そ
の
他

汚
物
を
、

流
さ
な
い

よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
 

マ
下
水
溝
に

は
、
し
尿
を
捨

て
た
り
、

流
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し

ま
し
よ
う
。
 

▽
下
水
溝
は
、
い
つ
で
も
簡

単
に
、
掃
除

の
で
き
る
よ

う
に

し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 
（
下
水

溝
の
上

に
、
ご
み
箱
な
ど
を
置

か
な
い
よ
う
に
）
 

▽
下
水
溝
掃
除

後
の
あ
げ
ご

み
は
、
炭
俵
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱

な
ど

に
入
れ
、

運
搬
し

や
ず
い

よ
う
に
し

て
お
・
き
ま
しよ
う
。
 

・

児
童
扶
養
手

当
の
受
給

《
 

者
は
所
得
状
況
届
を
 

児
童
扶
養
手
当
を
も
ら

つ
て

い
る
方
は
、
 
一
年
に

一
回
、
所

得
の
状
況
を
届

け
で
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

も
し
、

届
け
出
を
し

ま
せ
ん

と
、
五
月
以
降

の
手
当
を

も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

お
忘

れ
な
く
お
届
け
く
だ
さ
い
。
 

▽
届
け
出
期
限
 
六
月
十
五
日

▽
届
け
出
先
 
市
福
祉
事
務
所

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の
 

証
書
と
印
か
ん
 



（青森叩） 五 所 川 原 市 広 報 

ニゴて事17ぎ竃コー＝=＝三に 
” ~J  ‘~’ 	r一ーー、＝=＝・ノ 

一一 ー ーーー一一 	 ・‘ 鵬錠馳 
4億54万円と 

2年の目日まがけて 

う5万 )J12(1ク万6千用の近代的住宅田地 

ここに完成 

団地内道路全面アスフアルト舗装 

排水施設 汚水処限場完備 

デラ ックスな街灯 上・下水道 都市ガス配管ずみ 

公園 児童遊園地 十分な緑地 駐車場確保 

於物需争はこ卿セ（こ 
ただ今 宅地分譲希望者を募集しております 



‘ 一’ ー フ、  ⑨ 

→
子
供

た
ち

の
楽
園

児
童
遊
園

地
 

t 地方職員共済1'c, (11; I）も、まもなく完成の」淀 
1 まちなみを年りにしは ry〕た一般分譲J也 

I住宅の展示会を思わせる個人住宅
難舞蕪麟霧舞熱罵夢曹登零舞鷺g“一”ー lり二活用田雄弔隣かrる店舗もできた 



③ 市政ニユース 

→
整
備
の
終
っ

た
中
央
幹
線

街
路

（
幅
員
1
6m
)
 

t 団地内の汚水を一手に引きうける終末処理揚 

I市立五一中の新築工事も順張に進む 

艶畑 

『 済 

‘議 

、、、， 	鍵 

t 道路の舗装も終り、りけ丁もついた 
'  
シ寺 

“発“ 4 県営住宅（30戸）も10月完成をめざして建築されている 
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県営住宅入居者募集 
	 住宅金融公庫の融資による 

に 

勤労者分譲住宅（土地付） 

購入希望者募集 
者を募集いたします。 

このたび県では、下記要項により、県営住宅の入居 

募集要項 

◇住宅の所在地 

云所川原市大宇漆川字袖掛（松島団地内） 
受付期間 8月巧日から8月31日まで 

（土曜日の午後と、日曜日は休み） 
◇構造 簡易耐火造 受付場所 住宅供給公社五所川原支所 

戸 数 	規 模 	 使用料 
（市役所市民課住宅係。団地管理事務所） 

平家 	12戸【 6丁、4.5丁、3丁 3.600円の予定 
建設場所 松島住宅団地内 

ニ階 	18戸 	6丁、6丁、3丁、 	3.800円の予定 
構 	造 木造平家建6丁、6丁、4.5丁 

平家、二階とも物置は別棟 ダイニングキッチンノ 
◇募集期日 8日25日から9月5日まで 

電気、水道、下水道、浴室、水洗式トイレ 
◇入居者資格は、次の各号の条件を具備するもので 

約53'06坪） 
なければなりません0 

土 	地 約230'（約70坪） 
①現に同居し、又は同居しようとする親族（婚約中 

分譲価格 約 1 70万円の予定（うち公庫融資99万円） 
内縁を含む）のあること0 

償還方法 18年元利均等毎月払い（月7.230円) 
②県内に住所又は勤務先を有すること。 

建物竣工予定 昭和引年12月巧日 
③住宅に困窮していることかが明らかであること。 

申し込み資格 
④県税および所得税を滞納していないこと。 

①世帯員が2人以上あること 
⑥政会で定める基準の収入のあること（月20.000円 

②住宅に困っている方で、公庫から融資を受けなけ 
-36.000円） 

れば住宅を建てられない方。 
◇入居抽せん日及び場所 

③自己資金の納入ができる方0 
10月n日午後1時五所川原市役所会議室 

④保証人が 2人あること 0 
◇住宅入居日 10月26日の予定 

なおくわしいことは、受付場所にお間い合せくださ 
◇申込先 

青森県土木部建築課住宅管理係（内線264) 
し、0 

‘ 五所川原市役所市民課住宅係（電話2・l11) 

このたび市では、下記要項により、市営住宅の入居者 

を募集いたします。 

募集要項 

◇住宅の所在地 

五所川原市大字吹畑宇藤巻（松島団地内） 

◇構造 簡易耐火平家造 

戸 数 如戸（1種16戸、2種24戸） 

規 模 1 種 6丁、415丁、3丁 ‘L"“ロ“‘一I『 Jrし一 I“」v 」、 I.'J4 、 'JJ 物置は別棟 
2 種 6丁、4.5丁、 

使用料 1 種 3.600円の予定 

2 種 2.400円の予定 

◇募集期日 8月25日から9月5口まで 

◇入居資格は、次の各号の条件を具備するものでな 

けれぱなりません0 

①現に同居し、又は同居しようとする親族があるこ 

と0 

②市内に住所又は勤務場所を有すること0 

③現に住宅に困窮していることが明らかであること 

④市税及び所得税を滞納していないこと。 

⑥政令で定める基準の月額収入があること0 

◇入居者の選考について 

入居の中込みをした数が、入IIりさせるぺき住宅の戸 

数をこえる場合の選考については五所川原市営住宅管 

理条例第 6 条各号の規定により実熊調査のうえ、入居 

者選考委員会において決定します。 

◇住宅入居日 II月1日の予定 

◇申込先 市役所市民課住宅係 

なお補充入居申込みされた方は、あらたに申込書を 

提出してください0 
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